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研究成果の概要（和文）：大型実験動物を使用した実験により、実験的１壁性骨欠損に使用する骨移植材とし
て、炭酸アパタイト（CO3Ap）とリン酸オクタカルシウム/コラーゲン複合材料（OCP/Col）の、歯周組織再生療
法における骨形成への有効性が示唆された。本結果をまとめ、学会で発表し、英語論文を執筆した。
歯周組織再成療法におけるFGF-2と骨移植材の併用療法の臨床成績を解析し、従来では困難だった小臼歯の3度根
分岐部病変に対して再生を行った結果をまとめ、学会にてポスター発表した。

研究成果の概要（英文）：A study using large experimental animals showed the efficacy of carbonate 
apatite (CO3Ap) and octacalcium phosphate/collagen composite (OCP/Col) as bone grafting materials 
used for experimental one-walled bone defects in periodontal regenerative therapy. This result was 
summarized and an English paper was written.
The clinical results of the combination of FGF-2 and bone grafting material in periodontal 
regenerative therapy were analyzed, and the results of regeneration of class 3 furcation involvement
 in premolar, which had been difficult to achieve in the past, were summarized and presented in a 
poster at a conference.

研究分野： 歯周病
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、術後に歯肉弁の著しい陥凹を生じると予想される一壁性骨欠損などの重度の骨欠損に対して、炭
酸アパタイト（CO3Ap）とリン酸オクタカルシウム/コラーゲン複合材料（OCP/Col）を使用した歯周組織再生療
法の有効性が示唆された。これらの骨移植材とFGF-2の併用療法により、より多くの歯周炎症例に対して再生が
可能となるかもしれない。
歯周組織再生療法における自家骨とFGF-2の併用療法によって、従来では困難だった小臼歯の３度根分岐部病変
に対して再生が達成できた。自家骨とFGF-2の併用療法は、ヒトにおける重度歯槽骨吸収を再生できる可能性が
示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
線維芽細胞増殖因子-2（FGF-2:Fibroblast growth factor-2）を主成分とするリグロスは歯周

組織再生医薬品として承認され、国内での良好な臨床成績が報告されていた。しかしながら、リ
グロスの基材であるヒドロキシプロピルセルロースは、再生の場のスペースメイキング能力が
乏しく、リグロスの添付文書には「術後に歯肉弁の著しい陥凹を生じると予想される骨欠損部位
に対しては、他の適切な治療法を考慮すること」との記載があった。FGF-2 単独使用での歯周
組織再生療法には適応症に限界があるため、FGF-2 と骨移植材の併用療法が有効な治療法にな
るのではないかと期待されていた。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、術後に歯肉弁の著しい陥凹を生じると予想される重度歯周組織欠損におい

て、FGF-2 と併用する理想的な骨移植材の種類と形状を検証することであった。 
（１）歯周組織再生療法に使用する骨移植材の種類を大型動物実験で検証。 
（２）歯周組織再生療法に使用する骨移植材の形状を大型動物実験で検証。 
（３）歯周組織再生療法における FGF-2 と骨移植材の併用療法の治療成績を検証。 
 
 
３．研究の方法 
（１）実験にはビーグル成犬 4頭を使用した。手術 12 週前に下顎両側の第 3前臼歯を抜歯し欠
損作製のためのスペースを設けた。下顎両側の第 2 前臼歯遠心と第 4 前臼歯近心に実験的 1 壁
性骨欠損モデル（高さ 5mm × 幅 4mm）を作成した。各欠損部位に、①炭酸アパタイト（CO3Ap）、
②リン酸三カルシウム（b-TCP）、③補填なし（コントロール）、を無作為に割り付けた。術後 8
週に組織学的評価を行った。 
 
（２）実験にはビーグル成犬 6頭を使用した。手術 12 週前に下顎両側の第 3前臼歯を抜歯し欠
損作製のためのスペースを設けた。下顎両側の第 2 前臼歯遠心と第 4 前臼歯近心に実験的 1 壁
性骨欠損モデル（高さ 5mm × 幅 4mm）を作成した。各欠損部位に、リン酸オクタカルシウム/コ
ラーゲン複合材料（OCP/Col）、②補填なし（コントロール）、を無作為に割り付けた。術後 8 週
に CT データ解析と組織学的評価を行った。 
 
（３）東京医科歯科大学歯学部倫理審査委員会に「歯周外科手術実施者を対象とした各種治療成
績の追跡研究」を研究課題として申請登録し、研究関連施設として星歯科医院を登録した。歯周
組織再成療法における FGF-2 と骨移植材の併用療法の臨床成績を後ろ向きに解析した。 
 
 
４．研究成果 
（１）組織学的評価の結果として、新生骨面積は、CO3Ap 群でコントロール群より統計学的有意
に大きかった。残存顆粒の骨接触率は CO3Ap 群で b-TCP 群より統計学的有意に大きかった。本研
究結果をまとめ、英語論文を執筆した(1)。本研究により、歯周組織再生療法に使用する骨移植材
の種類として、CO3Ap の有効性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考文献１より引用(1) 
 
 
 



（２）CT データ解析の結果として、OCP/Col 群はコントロール群に比べ、新しく形成された骨の
体積が統計学的有意に大きかった。組織学的評価の結果として、OCP/Col 群はコントロール群に
比べ、新しく形成された骨の高さ、面積が統計学的有意に大きかった。本研究結果をまとめ、英
語論文を執筆した(2)。本研究により、歯周組織再生療法に使用する骨移植材の形状として、
OCP/Col の有効性が示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考文献２より引用(２) 

 
（３）第 64 回秋季日本歯周病学会学術大会にて、「上顎第一小臼歯の３度根分岐部病変に対して
リグロス®と自家骨を併用した歯周組織再生療法を行なった一症例」のポスター発表を行い、日
本歯周病学会優秀臨床ポスター賞を受賞した。 
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